








汉译中的歌体、歌意与 “翻译度” >对 “歌意” 即和歌内容的翻译度进行了详细的
论述，可以说弥补了之前和歌翻译研究的不足。但笔者认为，经过近百年的翻译
实践以及40年的翻译研究，和歌翻译研究应当更进一步，对和歌的艺术境界如 “歌




































































































集》上下（湖南人民出版社 1984年 本文中称 “杨译” ）、赵乐甡译《万叶集》（译













个枕词中前两个没有翻译出来，「望月の」则被译为 “十五满月” 并加上了 “月如























“不译” 的方法，而金译则都译为 “御统天下的” 。不过，对枕词的处理方法，金
译与其它两种译本在根本上是一致的，采取的也是 “可译可不译” 的方法。如「草





























































































































































 枕词 被枕词 和歌编号 关系 翻译
あかねさす 紫野 20、 1-（1） ×
10
  169、199 1-（2） 〇
朝鳥の 通はす 196 1-（3） 〇
露霜の 消 199 1-（3） 〇
あさもよし 紀 55、199 2-(2) ×
あしのうれの 足 128 2-(1) ×





 音  07、217 1-（1） ×
天伝ふ 入日 135 1-（2） 〇
（天つ水）  167
天飛ぶや 軽い 207  2-(2) ×
天知るや 日 52 1-（1） 〇
荒たへの 藤 50、52 1-（1） ×
（あられうつ）  65 





よし 奈良 17、29、79、148 1-(4) ×
（あをはたの） 
いさなとり 海 131、138、153 1-（1） ×







 23 1-（1） ×
（うつせみの）  13、24 
うまこり あや 162 2-(2) ×





 210 1-（1） ×
大船の 思ふ 167、207 1-(3) 〇
大船の 津守 109 1-（1） ×
大船の たゆたふ 196 1-(3) 〇
鏡なす 見る 196 1-（1） ×
神風の 伊勢 81、163 1-（1） ×
试论《万叶集》汉译中“枕词”的翻译方法(一)
11
肝向かふ 心 135 1-（1） ×




つく 手（手節の崎） 41 1-（1） ×
毛ころもを 解き 191 1-（1） ×
言さへく から（の崎） 135、 1-（1） ×











が原） 199 2-(2) ×
こもりくの 初瀬の山 45、79 1-（1） ×
衣手の 田
たなかかみやま
上山 50 2-(2) ×
（坂鳥の）  45 
さね葛
かづら
 会ふ 207 1-(3) 〇
しきたへの 枕、手枕 72、220、222、
  217、 1-(1) ×
 たもと 138 1-(1) ×
 袖 195、196 1-(1) ×
（白たへの）  210、230
そら数ふ 大津 219  ×
そらみつ 大和 1 1-(4) ×
そら（に）みつ 大和 29 1-(4) ×
高知るや 天 52 1-(1) 〇
高光る 日 171、173 1-(1) 〇
たく縄の 長き 217 1-(3) △
（たたなづく）  194
玉かぎる 夕 45 1-(3) 〇
 磐垣淵 207 1-(1) ×
 ほのか 210 1-(2) 〇
12
（玉葛）  101、102 
玉かづら 影 149 2-(1) ×
たまきはる うち 4
玉くしげ 覆ふ 93 1-(3) 〇
 みもろ 94 2-(1) ×
玉だすき かけ 5、199 1-(1) ×












の 使 207、209  ×
玉桙の 道 79、207、220、 ×
  230
玉藻刈る 沖 72 1-(2) 〇 
玉藻よし 讃岐 220 1-(4) ×
ちはやぶる 神、人 101、199 1-(2) 〇
つのさはふ 石（見） 135 1-(1) ×
妻ごもる 屋上 135 1-(1) ×







 身にそへ 194、217 1-(3) 〇
飛ぶ鳥の 明日香 78、196 1-(4) ×
浄みの宮  167 1-(4) ×
遠つ神 大君 5 1-(4) 〇
鶏が鳴く 吾妻 199 1-(1) ×




き 5 1-(3) 〇
ぬえどりの 片恋 196　 1-(3) 〇
ぬばたまの 黒髪 89 1-(3) ×
试论《万叶集》汉译中“枕词”的翻译方法(一)
13
 夜、夕べ 194、199 1-(3) ×
（花散らふ）  36
ひさかたの 天 82、167、168、  ×
  199、200、204  ×





を 引手（の山） 212、215  ×
冬ごもり 春 16、199 1-(1) ×
真木さく 桧 50 2-(2) ×
真木柱 太き 190 1-(1) ×
（ま草刈る）  47





かふ 城 196 2-(2) × 
御心を 吉野 36 2-(2) ×
みこも刈る 信濃 96、97  ×
むらきもの 心 5 1-(1) ×
もののふの 八十氏河 50 1-(1) ×
黄葉の 過ぎ 47、207 1-(3) 〇
ももしきの 宮 29、36、155 1-(4) 〇
百足らず いかた 50 1-(1) × 
やすみしし 大君 3、36、38、45、 1-(4) 〇
  162、50、59、162、
  199、204、
やまだつの 迎へ 90  ×
行く鳥の 争ふ 199 1-(3) 〇
夕星の 行く 196 1-(3) 〇
若草の 夫
つま
 153、217 1-(3) 〇
海
わた








を いざ見 44 1-(1) ×
　（注：括号表示窪田空穂不认为是枕词。）
　　以上，从和歌创作技巧本身出发，对《万叶集》翻译中枕词的处理方法做了
论述，并从枕词与被枕词的关系出发，对《万叶集》卷一、卷二中的枕词做了该
翻译与不该翻译的尝试性分类。当然，在翻译实践中很难这样一概而论，根据译
文需要做一定调整也是必要的。
注:
	 1）	《日语学习与研究》1987年第4期（1987年8月）pp.38-44
	 2）	『日本古典文学大辞典』（简约版）（岩波书店	1982年12月）p.1707
	 3）	 白井伊津子『古代和歌における修辞』（塙書房　2005年9月）p.5
	 4）	 本居宣长『玉勝間』（日本思想体系　本居宣長　岩波書店　1982年4月）p.246
	 5）	 山口正『万葉修辞の研究』（山口正著作集第一巻　教育出版センター　1984
年9月）p.367
	 6）	 参见山口正『万葉修辞の研究』（山口正著作集第一巻　教育出版センター	
1984年9月）
	 7）	 参见白井伊津子『古代和歌における修辞』「第一章　枕詞・被枕詞の関係分
類の試み」（塙書房　2005年9月）
	 8）	 中西進『万葉集：全訳注原文付』（講談社　1984年9月）pp.36-37
	 9）	 山口正『万葉修辞の研究』（山口正著作集第一巻　教育出版センター　1984
年9月）p.381
	 10）	 李树果<和歌的修辞技巧与汉译问题>（日语学习与研究》1987年第4期（1987
年8月）	p.38
	 11）	 赵乐甡译《万叶集》<说明>（译林出版社	2002年4月）	p.24
	 12）	 窪田空穂『万葉集評釈』（東京堂出版　1984年9月）p.337
	 13）	 窪田空穂『万葉集評釈』（東京堂出版　1984年9月）p.78
	 14）	 金伟	吴彦译《万叶集》上（人民文学出版社	2008年2月）p.76
	 15）	 窪田空穂『万葉集評釈』（東京堂出版　1984年9月）p.36
	 16）	 参见窪田空穂『万葉集評釈』（東京堂出版　1984年9月）p.168
